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〔
史
料
紹
介
〕

旧
弘
前
藩
医
和
田
家
文
書
に
つ
い
て 

福
井
　
敏
隆
　
　

 

1

　
―
一
粒
金
丹
伝
授
報
告
と
調
合
記
録
を
中
心
に
―
（
一
） 

上
條
　
信
彦
　
　

〔
資
料
紹
介
〕

 

小
口
　
雅
史
　
　

深
浦
町
・
春
光
山
円
覚
寺
薬
師
堂
内
厨
子 

三
上
　
喜
孝
　
　

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
に
記
さ
れ
た
中
世
末
期
― 

武
井
　
紀
子

　
17

近
世
初
期
の
落
書
を
め
ぐ
っ
て 

福
井
　
敏
隆
　
　

 

瀧
本
　
壽
史
　
　

弘
前
市
中
別
所
の
天
明
飢
饉
供
養
塔 

関
根

　
達
人

　
30

〔
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向
〕

大
規
模
自
然
災
害
と
歴
史
文
化
遺
産
の
レ
ス
キ
ュ
ー

 

川
内

　
淳
史

　
40

　
―
青
森
県
に
お
け
る
資
料
ネ
ッ
ト
活
動
に
む
け
て
―

〔
書
評
〕

浅
倉
有
子
編
著

 

大
坂

　
　
拓

　
49

『
漆
器
か
ら
み
る
ア
イ
ヌ
の
社
会
と
文
化
』
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― 
彙　

報 

―

◎ 

令
和
五
年
度
第
二
回
弘
前
大
学
國
史
研
究
会
役
員
会
を
、
令
和
六
年
九
月
九
日

（
月
）
に
開
催
し
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）、
総
会
内
容
及
び
会
誌
編
集
に
つ
い
て
確

認
し
た
。

◎ 

令
和
五
年
度
弘
前
大
学
國
史
研
究
会
大
会
が
、
令
和
六
年
九
月
一
六
日
（
月
）、

弘
前
大
学
創
立
五
〇
周
年
記
念
会
館
岩
木
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
（
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）。
記
念
講
演
及
び
研
究
報
告
は
左
記
の
通
り
で

あ
る
。

　

記
念
講
演

　

「
大
名
家
奥
女
中
研
究
の
現
在
と
課
題
」

　
　
　
　
　
　
　

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
特
別
研
究
員　

柳
谷
慶
子
氏

　

研
究
報
告

　

「
旧
弘
前
藩
医
和
田
家
文
書
に
つ
い
て
―
一
粒
金
丹
伝
授
報
告
と
調
合
記
録
―
」

　
　
　
　
　
　
　

弘
前
大
学
國
史
研
究
会
副
会
長　
　
　
　
　
　
　

福
井
敏
隆
氏

　

 

そ
の
後
、
弘
前
大
学
國
史
研
究
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
報
告
事
項
と
し
て
、
会
務

及
び
活
動
報
告
、
会
計
監
査
及
び
会
計
報
告
、
機
関
誌
印
刷
所
変
更
報
告
、
東
北

史
学
会
と
の
合
同
大
会
に
つ
い
て
、
審
議
事
項
と
し
て
、
会
則
改
正
、
後
援
依
頼

等
対
応
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。
会
則
改
正
で
は
、
第
一
一
条
の
学
生
会
員
に

つ
い
て
は
年
会
費
の
み
の
納
入
と
す
る
こ
と
、
文
言
が
不
統
一
で
あ
っ
た
「
誌

代
」（
第
七
条
・
第
八
条
）
を
「
機
関
誌
代
」
に
統
一
す
る
こ
と
、
の
二
点
が
事

務
局
か
ら
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
会
に
後
援
依
頼
等
が
あ
っ
た
際
の

諾
否
決
定
過
程
等
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
新
役
員
の
改

選
が
あ
り
、
会
長
に
は
瀧
本
壽
史
氏
の
再
任
が
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
副
会
長
以

下
の
役
員
に
つ
い
て
は
会
長
一
任
が
了
承
さ
れ
、
新
た
に
中
野
渡
一
耕
氏
と
小
田

桐
睦
弥
氏
が
役
員
と
な
り
、
本
田
伸
委
員
と
三
浦
忠
司
委
員
が
退
任
さ
れ
た
。
代

表
委
員
は
委
員
の
互
選
（
会
則
第
五
条
）
に
よ
り
、
大
谷
伸
治
委
員
と
古
川
祐
貴

委
員
が
再
任
さ
れ
た
。
な
お
、
三
浦
忠
司
氏
は
会
則
第
八
条
に
則
り
名
誉
会
員
に

指
名
さ
れ
た
。
新
役
員
等
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

弘
前
大
学
国
史
研
究
会
役
員
名
簿
（
令
和
六
年
度
〜
令
和
七
年
度
）

　
　

〇
顧　

問　
　

小
口
雅
史

　
　

〇
会　

長　
　

瀧
本
壽
史

　
　

〇
副
会
長　
　

関
根
達
人　
　

福
井
敏
隆

　
　

〇
代
表
委
員　

大
谷
伸
治　
　

古
川
祐
貴

　
　

〇
委　

員　
　

石
山
晃
子　
　

北
原
か
な
子　

工
藤
大
輔　

熊
谷
隆
次

　
　
　
　
　
　
　
　

小
石
川
透　
　

竹
村
俊
哉　
　

鶴
巻
秀
樹　

中
野
渡
一
耕

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
俊
雄　
　

古
川
淳
一

　
　

〇
監　

事　
　

小
田
桐
睦
弥　

竹
内
勇
造

　
　

※ 

な
お
、
福
井
敏
隆
副
会
長
は
、
長
年
の
地
方
史
研
究
や
文
化
財
の
調
査
・
指

定
に
関
わ
る
功
績
に
よ
り
、
令
和
六
年
一
一
月
五
日
に
青
森
県
文
化
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
弘
前
大
学
國
史
研
究
会
例
会
を
左
記
の
通
り
開
催
し
た
。

　

第
一
〇
二
回
（
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
）

　
　

①
髙
平　

祐
利
氏
「 

秋
田
城
出
羽
国
府
論
―
渡
嶋
・
渤
海
と
の
交
流
か
ら
見
た

秋
田
城
の
機
能
―
」

　
　

②
佐
々
木
茉
乃
氏
「 

施
行
小
屋
設
置
の
観
点
か
ら
み
た
弘
前
藩
の
天
明
の
飢
饉

対
策
」

　

令
和
六
年
一
〇
月
一
二
日
（
土
）
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
視
聴
覚
ル
ー
ム

（
Ｈ
Ｔ
）
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令
和
六
年
十
二
月
三
十
日

　

弘
前
大
学 

 

第
一
五
七
号

　

036-

　
　
8560　

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

弘
前
大
学
教
育
学
部
日
本
史
研
究
室
内

編
集
者

　
　
　
　

発
行
者

振
替
口
座 

〇
二
三
〇
〇-

一-

六
三
四
番

　
　
　
　
『
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
投
稿
規
定

◎
論　

文　
　
　

四
百
字
詰　

60
枚
程
度
を
原
則
と
す
る（
縦
書
き
、以
下
同
様
）

◎
研
究
ノ
ー
ト　

四
百
字
詰　

20
枚
か
ら
30
枚
程
度

◎
研
究
余
録　
　

四
百
字
詰　

10
枚
程
度

◎
史
料
紹
介　
　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら
30
枚
程
度

◎
そ
の
他
（
書
評
・
研
究
動
向
・
歴
史
随
想
な
ど
）　

四
百
字
詰　

10
枚
か
ら

20
枚
程
度

◎
パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
る
執
筆
は
、
32
字
×
23
行
×
２
段
で
組
ん
で
下
さ
い
。
本

文
と
図
版
は
別
の
フ
ァ
イ
ル
に
し
、
図
版
の
挿
入
箇
所
及
び
大
き
さ
等
を
本

文
中
に
明
示
し
て
下
さ
い
。（
投
稿
申
込
者
に
は
、
原
稿
雛
型
と
執
筆
要
項

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。）

◎
横
書
き
原
稿
を
希
望
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
原
稿
締
切　

一
月
末
と
八
月
末
の
年
２
回

　

投
稿
申
込
は
原
稿
締
切
の
１
ヶ
月
前
ま
で
に
事
務
局
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

　

事
務
局
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

hirodaikokushi@
gm

ail.com

※
投
稿
に
際
し
て
は
、図
表
を
最
小
限
に
お
さ
え
、完
成
原
稿
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
原
稿
は
必
ず
お
手
元
で
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
存
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

　

投
稿
は
本
会
会
員
に
限
り
ま
す
。

※
掲
載
に
つ
い
て
は
、
原
稿
を
受
領
後
、
編
集
担
当
者
会
議
で
審
査
し
、
審
査

終
了
後
に
ご
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
掲
載
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真
・

　

図
版
等
を
含
む
場
合
に
は
、
掲
載
決
定
後
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権
利
者

か
ら
許
可
の
承
諾
書
を
取
得
し
て
下
さ
い
。

※
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
弘
前
大
学
学
術
情
報
リ
ポ

ジ
ト
リ
で
公
開
し
ま
す
。
公
開
許
可
を
必
要
と
す
る
写
真
・
図
版
等
を
含
む

場
合
に
は
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
公
開
に
つ
い
て
も
、
著
者
の
責
任
に
お
い
て
権
利

者
か
ら
の
許
可
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

※
掲
載
分
の
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
抜
刷
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
及
び
掲
載
誌
1
部
を

さ
し
あ
げ
ま
す
。

※
本
誌
掲
載
の
論
文
等
を
転
載
す
る
場
合
は
、
本
会
の
了
承
を
得
て
下
さ
い
。


